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●新型コロナウイルス感染症を�
 乗り越えていくための決意宣言�

●令和2年度一般会計補正予算など�
 28議案を可決・承認・同意・認定�

●「特定健康診査及びがん検診等について」など�
 8名が一般質問�

　令和２年第４回定例会は、去る９月８日に招集され、同月１８日までの１１日間の会期で開かれま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　本会議初日には、金子町長から行政報告と提案理由の説明がありました。続いて提出議案１件「人

道のまち・やおつ」から発信する新型コロナウイルス感染症を乗り越えていくための決意宣言につい

て原案とおり宣言することに決定し、次いで執行部から提出議案１８件（専決処分４件、条例関係５件、

決算関係６件、予算関係３件）の説明と質疑がおこなわれ、各常任委員会にそれぞれ議案の審査を付

託し散会しました。�

　本会議最終日の１８日には、一般質問を行い、「特定健康診査及びがん検診等について」など８名

の議員が、新型コロナウイルス感染症予防のため自席に立ち、町長を始め執行部の見解をただしました。

この様子はＣＣネットにより生中継と録画放送されました。�

　その後、専決処分２件を承認しました。次に、各常任委員会委員長から付託された案件についての

審査の経過及び結果の報告があり、採決の結果、全議案を原案のとおり承認・可決・認定しました。�

　続いて、追加提案された陳情事件１件を採択し、教育委員会教育長の任命同意など人事案件６件に

同意することに決定しました。次いで、追加提案された議員提出議案第２号を原案のとおり可決し、

今定例会を閉会しました。�

《利用期間》�

令和３年１月３１日（日）まで�

《応援券の金額》�

１人あたり 3,000円分�

９�
月�
定�
例�
会�
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▼
「
人
道
の
ま
ち
・
や
お
つ
」
か
ら
発

信
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
決
意
宣
言�

　
全
て
の
町
民
が
思
い
や
り
の
心
を
も

ち
、
い
わ
れ
な
き
偏
見
や
差
別
が
起
こ

ら
な
い
ま
ち
を
目
指
し
宣
言
を
す
る
も

の
。�

���

▼
八
百
津
町
長
等
の
期
末
手
当
の
特
例

に
関
す
る
条
例�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
八
百
津
町

長
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
た
め
。�

▼
八
百
津
町
教
育
長
の
期
末
手
当
の
特

例
に
関
す
る
条
例�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
八
百
津
町

教
育
長
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
た
め
。�

▼
令
和
２
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）�

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
突
風
災

害
に
よ
り
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
行

う
必
要
が
生
じ
た
た
め
。�

▼
令
和
２
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）�

　
確
定
申
告
に
よ
り
、
予
定
申
告
で
納

付
済
み
の
法
人
町
民
税
に
還
付
が
発
生

し
た
た
め
。�

���

▼
八
百
津
町
監
査
委
員
条
例
及
び
八
百

津
町
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例�

　
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
整

備
を
行
う
た
め
。�

▼
八
百
津
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
契
約
に
、
そ
の
他
の
経
常
的
か

つ
継
続
的
な
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契

約
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
契
約
の
期

間
を
改
め
る
た
め
。�

▼
八
百
津
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政

手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
た
め
。�

▼
八
百
津
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
八
百
津

町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に
関

す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
の
施
行

に
伴
い
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の

取
扱
い
の
変
更
等
、
所
要
の
整
備
を
行

う
た
め
。�

▼
八
百
津
町
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

　
潮
南
体
育
館
を
廃
止
す
る
に
あ
た
り
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
。�

���

▼
令
和
元
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定�

▼
令
和
元
年
度
八
百
津
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定�

▼
令
和
元
年
度
八
百
津
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定�

▼
令
和
元
年
度
八
百
津
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定�

▼
令
和
元
年
度
八
百
津
町
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定�

▼
令
和
元
年
度
八
百
津
町
下
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定�

　
令
和
元
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
を

は
じ
め
３
つ
の
特
別
会
計
と
公
営
企
業

会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決

算
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
お
つ
１１

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

���

▼
令
和
２
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
各
々
１
億

５
０
３
０
万
円
を
追
加
し
、
７２
億
６
１

０
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。�

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
総
務
関
係
…
応
援
券
交
付
事
業
、
庁

舎
等
整
備
工
事
及
び
工
事
管
理
委
託
費

用
等
で
７
２
３
３
万
７
千
円
の
追
加
。�

　
民
生
関
係
…
障
害
児
通
所
支
援
事
業

所
へ
の
継
続
支
援
事
業
補
助
金
、
被
災

者
生
活
・
住
宅
再
建
支
援
金
等
で
５
４

９
万
３
千
円
の
追
加
。�

　
農
林
水
産
業
関
係
…
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
の
変
更
に
よ
る
８７
万

８
千
円
の
追
加
。�

　
商
工
関
係
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
雇
用
調
整
助
成
金
上

乗
せ
助
成
金
及
び
事
業
者
へ
の
感
染
症

対
策
費
補
助
金
等
で
２
１
２
６
万
８
千

円
の
追
加
。�

　
土
木
関
係
…
雨
水
管
渠
整
備
工
事
費

の
変
更
、
河
川
浚
渫
工
事
費
の
変
更
等

で
２
７
２
９
万
５
千
円
の
追
加
。�

　
消
防
関
係
…
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
設
計
委
託
料
、
防
災
対
策
用
備
品

購
入
費
等
で
１
１
５
３
万
６
千
円
の
追

加
。�

　
教
育
関
係
…
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
シ
ス

テ
ム
使
用
料
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス�

そ
の
他�

専
決
処
分�

条
　
　
例�

決
算
認
定�

予
　
　
算�

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た�
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た�

ー 3 ー�



感
染
症
対
策
と
し
て
消
耗
品
費
等
で
２

２
９
万
円
の
追
加
。�

　
災
害
復
旧
関
係
…
道
路
橋
梁
災
害
復

旧
工
事
、
公
営
住
宅
災
害
復
旧
工
事
等

で
９
２
０
万
３
千
円
の
追
加
。�

　
財
源
内
訳
は
、
国
庫
補
助
金
４
０
５

８
万
１
千
円
、
県
補
助
金
１
４
２
９
万

２
千
円
、
寄
附
金
１
１
０
万
円
、
繰
入

金
４
万
５
千
円
、
繰
越
金
４
１
１
８
万

２
千
円
、
諸
収
入
１
４
０
万
円
、
町
債

５
１
７
０
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

▼
令
和
２
年
度
八
百
津
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）�

　
保
健
給
付
費
等
交
付
金
の
清
算
に
伴

う
返
還
金
の
追
加
。�

▼
令
和
２
年
度
八
百
津
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）�

　
介
護
給
付
費
等
の
清
算
に
伴
う
国
県

支
出
金
返
還
金
の
追
加
。�

���

　
陳
情
事
件
１
件
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。�

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
新
た
な
支
援
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て�﹇
陳
情
者
﹈
岐
阜
県
保
険
医
協
会
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
竹
田
智
雄�

﹇
付
託
委
員
会
﹈
総
務
民
生
委
員
会�

﹇
結
果
﹈
採
択�

���

�����

　
９
月
３０
日
に
任
期
満
了
と
な
る
堀
部

義
郎
氏
（
美
濃
加
茂
市
）
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。�

　
任
期
は
令
和
２
年
１０
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。�

����
　
９
月
３０
日
に
任
期
満
了
と
な
る
宮
ノ

腰
美
ゆ
き
氏
（
久
田
見
）
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。�

　
任
期
は
令
和
２
年
１０
月
１
日
か
ら
４

年
間
で
す
。�

����

　
９
月
３０
日
に
任
期
満
了
と
な
る
伊
東

敏
行
氏
（
潮
見
）
の
後
任
委
員
と
し
て

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。�

　
任
期
は
令
和
２
年
１０
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。�

���

　
１２
月
３１
日
に
任
期
満
了
と
な
る
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
次
の
３

氏
を
適
任
者
と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。�

　
任
期
は
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。�

　
○
各
務
　祥
　
子
　
氏
（
伊
岐
津
志
）�

　
○
小
本
　喜
久
雄
　
氏
（
和
　
知
）�

　
○
伊
東
　知
惠
子
　
氏
（
潮
　
見
）�

���

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に

対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て�

〔
提
出
議
員
〕
　
舘
林
議
員
ほ
か
３
名�

〔
結
果
〕
　
　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決�

���

　
第
５
回
議
会
臨
時
会
が
令
和
２
年
１０

月
２
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
１
日
と

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
そ
の
他

１
件
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。�

���

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て�

　
雨
水
管
渠
新
設
工
事
に
係
る
工
事
請

負
契
約
の
変
更
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。�

　
主
な
内
容
は
立
坑
の
設
計
変
更
及
び

推
進
工
法
区
間
の
距
離
延
長
に
よ
る
も

の
で
、
変
更
後
の
金
額
は
８
４
８
９
万

４
千
７
０
０
円
増
額
の
５
億
２
２
６
９

万
４
千
７
０
０
円
で
す
。�

陳
　
　
情�

人
　
　
事�

そ
の
他�

議
員
提
出
議
案�

教
育
委
員
会
教
育
長
に�

　
　
　
　
　堀

部

義

郎 

氏�

教
育
委
員
会
委
員
に�

　
　
　
　宮
ノ
腰

美
ゆ
き 

氏�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に�

　
　
　
　
　後

藤

一

男 

氏�

人
権
擁
護
委
員�

第
5
回
議
会
臨
時
会�

11月30日（月）開会の予定です�11月30日（月）開会の予定です�
八百津町議会 次回の定例会は�
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9月定例会　議案等の審議結果�

10月臨時会　議案等の審議結果�

（○…賛成、×…反対、－…議長（長谷川泰幸）は採決に加わらない）�

安
藤
　
峰
行�

赤
塚
　
孝
博�

後
藤
香
代
里�

後
藤
　
一
夫�

長
谷
川
泰
幸�

林
　
　
俊
宏�

舘
林
　
久
宜�

加
藤
　
良
治�

山
田
　
　
勉�

三
宅
　
和
行�

議　　員　　名�

議　　　案　　　等　　　名�
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「人道のまち・やおつ」から発信する新型コロナウイルス�
感染症を乗り越えていくための決意宣言について�

議案�
第５４号�

可決�○�○�○�○� ○�○�○�○�○�－�工事請負契約の変更契約の締結について�議案�
第７６号�

専決処分した事件の承認について（八百津町長等の期末手�
当の特例に関する条例）�

議案�
第５５号�

専決処分した事件の承認について（八百津町教育長の期末�
手当の特例に関する条例）�

議案�
第５６号�

専決処分した事件の承認について（令和２年度八百津町一�
般会計補正予算（第５号））�

議案�
第５７号�

専決処分した事件の承認について（令和２年度八百津町一�
般会計補正予算（第６号））�

議案�
第５８号�

八百津町監査委員条例及び八百津町水道事業及び下水道事�
業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について�

議案�
第５９号�

八百津町長期継続契約を締結することができる契約を定め�
る条例の一部を改正する条例について�

議案�
第６０号�

八百津町社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部�
を改正する条例について�

議案�
第６３号�

令和元年度八百津町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認�
定について�

議案�
第６５号�

令和元年度八百津町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算�
認定について�

議案�
第６６号�

令和元年度八百津町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に�
ついて�

議案�
第６７号�

令和元年度八百津町水道事業会計剰余金の処分及び決算認�
定について�

議案�
第６８号�

令和元年度八百津町下水道事業会計歳入歳出決算認定につ�
いて�

議案�
第６９号�

令和２年度八百津町国民健康保険特別会計補正予算�
（第１号）�

議案�
第７１号�

令和２年度八百津町介護保険特別会計補正予算（第１号）�議案�
第７２号�

「新型コロナウイルス感染症に係る新たな支援制度の創設�
を求める意見書」の採択を求める陳情について�

陳情�
第１号�

教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて�議案�
第７３号�

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて�議案�
第７４号�

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ�
とについて�

議案�
第７５号�

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて�
（諮問第１号）�

諮問�
第１号�

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて�
（諮問第２号）�

諮問�
第２号�

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて�
（諮問第３号）�

諮問�
第３号�

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な�
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について�

発議�
第２号�

令和２年度八百津町一般会計補正予算（第７号）�議案�
第７０号�

令和元年度八百津町一般会計歳入歳出決算認定について�議案�
第６４号�

八百津町手数料条例の一部を改正する条例について�議案�
第６１号�

八百津町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運�
営に関する基準を定める条例及び八百津町子どものための�
教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の一部を改�
正する条例について�

議案�
第６２号�
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特
定
健
診
（
特
定
健
康
診
査
）

　
　
の
受
診
率
を
上
げ
れ
ば
、
最
終
的

　
　
に
は
医
療
費
削
減
に
も
繋
が
る
と

思
う
。
そ
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
小
川
町
民
課
長
）�

　
　
　
対
象
と
な
る
方
へ
「
特
定
健
診

受
診
票
」
を
郵
送
に
よ
り
配
布
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
「
健
康
・
生
活
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
全
戸
に
配
布
し
広
く
受
診

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
受
診
会
場

を
各
地
区
に
設
け
、
各
種
が
ん
検
診
と

同
日
開
催
と
し
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に

お
い
て
も
開
催
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
は
が
き
に
よ
り
未
受
診
者
に

受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
、
受
診
機

会
の
拡
充
と
し
て
、
町
内
医
療
機
関
を

は
じ
め
、
加
茂
医
師
会
管
内
の
指
定
医

療
機
関
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
個
別
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
特
定
健
診
の
目
的
で
あ
る
生
活
習
慣

病
の
発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
と
い
う

観
点
か
ら
、
今
後
は
若
い
世
代
に
対
し

て
継
続
受
診
の
必
要
性
を
周
知
し
て
い

く
こ
と
が
将
来
的
に
受
診
率
向
上
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

　
　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向
上
さ

　
　
せ
る
対
策
及
び
検
診
に
お
け
る
新

　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
上
野
健
康
福
祉
課
長
）�

　
　
　
町
で
は
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４０
歳
に
到
達
し
た
す
べ
て
の
方

に
、
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
き

ま
し
て
は
、
２０
歳
に
到
達
し
た
す
べ
て

の
方
に
、
が
ん
検
診
の
受
診
案
内
を
送

付
し
、
受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
過
去
３
年
以
内
に
が
ん
検
診

の
受
診
歴
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
ご
本

人
の
受
診
に
対
す
る
関
心
が
あ
る
う
ち

に
、
再
度
の
受
診
と
継
続
的
な
受
診
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
集
中

的
に
受
診
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
定
の
年
齢
の

方
に
対
し
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
、

無
料
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
未
受
診
者

へ
の
対
策
と
し
て
、
４５
歳
、
５０
歳
、
５５

歳
の
節
目
年
齢
の
方
に
受
診
の
案
内
を

送
付
し
、
対
象
者
の
拡
大
に
よ
る
、
受

診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
胃
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診

は
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
比
べ
、

検
診
の
費
用
が
か
か
る
ほ
か
、
検
査
を

実
施
す
る
医
師
や
医
療
機
関
の
確
保
、

検
診
体
制
の
整
備
・
拡
充
等
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
が
ん
検
診
の
種
類
・
検
査
方

法
に
は
、
推
奨
グ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
胃

が
ん
検
診
に
お
け
る
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査
と
、
乳
が
ん
検
診

に
お
け
る
乳
房
超
音
波
検
査
は
、
推
奨

グ
レ
ー
ド
が
低
い
た
め
、
現
時
点
で
導

入
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。�

　
次
に
、
女
性
が
受
診
し
や
す
い
環
境

整
備
で
は
、
女
性
の
医
師
、
ス
タ
ッ
フ

の
数
が
限
ら
れ
、
毎
回
の
検
診
に
対
応

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
が
ん
検
診
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
、

会
場
入
り
口
で
の
検
温
と
、
自
治
会
ご

と
の
時
間
の
割
り
振
り
や
、
人
数
制
限
、

換
気
や
消
毒
に
つ
い
て
、
全
受
診
対
象

者
に
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ

を
送
付
し
て
周
知
し
て
お
り
ま
す
。�

　
検
診
に
お
越
し
の
町
民
の
皆
様
が
不

安
な
く
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
感
染
症
防
止

対
策
を
実
施
し
、
安
心
し
て
受
診
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

�����������������������

　
　
　
今
年
度
よ
り
新
丸
山
ダ
ム
本
体

　
　
工
事
を
着
工
し
、
計
画
で
は
令
和

　
　
１１
年
度
に
完
成
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
丸
山
ダ
ム
の
洪
水
調
整
機
能
及
び
事

前
放
流
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
中
嶋
建
設
課
長
）�

　
　
　
新
丸
山
ダ
ム
は
多
目
的
ダ
ム
と

し
て
、
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
、
発
電
と
い
っ
た
３
つ
の
機

能
を
持
ち
ま
す
。�

　
計
画
で
は
、
洪
水
調
節
容
量
を
、
現�

一�

般�

質�

問�

か�

ら�

主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨

主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨�

主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨�
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在
の
丸
山
ダ
ム
の
約
３
・
６
倍
の
７
２

０
０
万
裙
と
な
り
、
増
水
時
に
お
け
る

ダ
ム
の
貯
水
機
能
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
、

昭
和
５８
年
と
同
規
模
の
洪
水
を
安
全
に

下
流
に
流
す
よ
う
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。�

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
、
ダ
ム
に

よ
る
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
向
け
た

事
前
放
流
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ダ
ム
下
流
で
被
害
が
生
じ
る�

恐
れ
が
あ
る
降
雨
量
の
発
生
が
想
定
さ

れ
た
場
合
、
前
も
っ
て
貯
水
位
を
下
げ

て
洪
水
調
節
容
量
を
確
保
す
る
た
め
の

準
備
を
す
る
も
の
で
す
。�

　
な
お
、
事
前
放
流
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
、
ゲ
ー
ト
か
ら
の
放
流
開
始
が
こ

れ
ま
で
よ
り
早
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ダ
ム
の
放
流
情
報
等
に
は
、
十

分
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
今
後
、
本
体
工
事
の
進
捗
に
応
じ
て
、

新
丸
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
見
学
会
な
ど
の
開
催
や
、
情

報
提
供
に
向
け
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
　
　
丸
山
ダ
ム
の
放
流
量
と
避
難
情

　
　
報
の
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
岩
井
防
災
安
全
室
長
）�

　
　
　
避
難
情
報
に
は
、
避
難
準
備
・

高
齢
者
避
難
等
開
始
情
報
・
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
が
あ
り
ま
す
。
発
令
の
判
断

基
準
は
、
流
入
量
２
５
０
０
ｔ
到
達
の

情
報
提
供
を
契
機
に
、
実
際
の
放
流
量

を
注
視
し
避
難
準
備
・
高
齢
者
避
難
等

開
始
情
報
発
令
の
検
討
を
開
始
し
ま
す
。�

　
放
流
量
が
３
０
０
０
ｔ
を
超
え
て
さ

ら
に
増
加
す
る
見
込
み
と
情
報
提
供
を

受
け
た
場
合
、
ダ
ム
の
放
流
量
を
確
認

し
た
上
で
、
災
害
発
生
の
危
険
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
に
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
情
報
を
発
令
し
ま
す
。�

　
放
流
量
３
５
０
０
ｔ
に
到
達
し
た
場

合
、
丸
山
ダ
ム
管
理
所
か
ら
今
後
も
流

入
量
増
加
の
見
込
み
の
情
報
提
供
を
受

け
、
災
害
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
放
流
量
を
確
認
し
た

上
で
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
契
機
で
避
難
指
示
の
検
討
を
開
始

し
ま
す
。�

　
避
難
指
示
は
、
４
０
０
０
ｔ
を
超
え

て
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
と
情
報
提

供
を
受
け
、
災
害
が
発
生
す
る
危
険
が

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
放
流
量
の
確

認
を
行
い
発
令
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新

丸
山
ダ
ム
が
完
成
し
て
も
洪
水
調
整
能

力
は
向
上
し
ま
す
が
、
避
難
情
報
の
発

令
判
断
基
準
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。�

　
現
在
、
新
丸
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
や

丸
山
ダ
ム
管
理
所
に
お
き
ま
し
て
、
新�

�����������

丸
山
ダ
ム
や
治
水
に
関
す
る
研
修
会
や

見
学
会
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
自
治
会

や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
事
前
に
お
申
込
み

の
上
、
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
防
災
安
全
室
で
は
、
自
治
会

や
自
主
防
災
会
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
避
難
情
報
や
自
主
防
災
活
動
な
ど

防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
を
承
っ
て
い

ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。�

�������������

　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

　
　
り
町
内
の
小
中
学
生
一
人
ひ
と
り

　
　
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
備
さ
れ
ま
す

が
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
は
ど
の
よ
う
に

図
る
か
を
伺
う
。�

　
　（
堀
部
教
育
長
）�

　
　
　
１２
月
ご
ろ
に
各
学
校
に
一
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。�

　
実
際
に
導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

も
と
に
、
ま
ず
は
リ
ー
ダ
ー
層
に
対
し

て
研
修
を
行
い
、
そ
の
後
は
す
べ
て
の

学
校
の
一
般
教
員
向
け
に
対
し
て
研
修

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
作
成
」

「
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
」
「
協
働
学
習
・
個
別
学
習
を

取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
」
「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
在
り
方
」
な
ど
研
修
を
考

え
て
い
ま
す
。�

　
　
　
児
童
生
徒
が
家
庭
に
持
ち
帰
る

　
　
こ
と
は
で
き
る
の
か
を
伺
う
。�

　
　（
堀
部
教
育
長
）�

　
　
　
学
校
だ
け
で
な
く
、
一
人
に
な

っ
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
、

家
庭
へ
持
ち
帰
ら
せ
る
日
を
つ
く
り
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
「
子
ど
も
が
自
分
の
学
習
進
度
に
合

わ
せ
て
学
習
で
き
る
」
、
「
教
師
が
一

人
一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
で
き
る
」

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
よ
り

一
層
、
家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。�

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
等
で
再
び
休
校
に
な
っ
た
場
合
に
、

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
を
伺
う
。�

　
　（
堀
部
教
育
長
）�

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
試
験
的
に

行
う
な
ど
し
て
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
に
慣
れ
る

な
ど
、
再
び
休
校
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。�
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八
百
津
橋
周
辺
の
買
収
し
た
土

　
　
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

　
　
る
の
か
伺
う
。�

�������������������

　
　（
金
子
町
長
）�

　
　
　
当
該
土
地
は
、
蘇
水
公
園
か
ら

も
近
く
、
ま
た
木
曽
川
の
川
面
を
望
め

八
百
津
市
街
地
に
も
近
い
好
位
置
で
す
。�

　
蘇
水
公
園
利
用
者
の
駐
車
場
、
八
百

津
市
街
地
へ
お
越
し
の
方
の
駐
車
場
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
川
ま
つ
り
の
際

の
利
用
な
ど
多
目
的
に
利
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
後
整
備
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
計
画
の
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。�

��������������

　
　
　
ご
み
の
分
別
ル
ー
ル
を
徹
底
さ

　
　
せ
、
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
に
配

　
　
慮
し
た
町
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込

み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
各
地
区
に
お

い
て
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
古
田
水
道
環
境
課
長
）�

　
　
　
環
境
問
題
と
な
っ
て
き
た
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
汚
染
を
食
い
止

め
る
た
め
に
は
、
可
能
な
限
り
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
海
に
流
さ
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
の
た
め
の
３
Ｒ
「
リ
デ
ュ
ー

ス
」
「
リ
ユ
ー
ス
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
い
わ
ゆ

る
「
そ
の
他
プ
ラ
」
の
八
百
津
町
の
令

和
元
年
度
回
収
量
は
約
６４
ｔ
、
そ
の
内
、

異
物
混
入
割
合
は
未
回
収
を
含
め
て
約

７
・
８
％
の
約
５
ｔ
あ
り
ま
し
た
。
混

入
異
物
と
し
ま
し
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
そ
の
他
プ
ラ
以

外
の
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
陶
器

類
、
可
燃
ご
み
が
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
ゴ
ミ
出
し

の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
方
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
子
供
た
ち
も
巻
き
込
ん
だ
地

域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
つ

き
ま
し
て
は
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
の

意
識
付
け
、
そ
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
必
要
性
な
ど
を
深
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
す
す
ん
で
行

動
に
う
つ
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
と

て
も
い
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
今
後
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

�
　
　
ポ
イ
捨
て
条
例
に
つ
い
て
伺
う
。�

�

　
　（
古
田
水
道
環
境
課
長
）�

　
　
　
ポ
イ
捨
て
条
例
「
八
百
津
町
ポ

イ
捨
て
及
び
ふ
ん
害
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
は
、
き
れ
い
な
町
を
守
る
た
め

の
ル
ー
ル
と
し
て
、
平
成
１２
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
、
町

内
事
業
者
、
町
内
に
土
地
建
物
を
所
有
・

占
有
・
管
理
し
て
い
る
方
、
八
百
津
町

に
訪
れ
る
方
、
町
内
へ
通
勤
通
学
さ
れ

る
方
な
ど
、
八
百
津
町
に
関
わ
る
全
て

の
方
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。�

　
内
容
は
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

防
止
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
害
防
止
、
催
し

を
し
た
後
の
ご
み
の
回
収
、
自
動
販
売

機
設
置
者
の
回
収
箱
設
置
と
適
正
管
理

を
義
務
付
け
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
守
れ
な
い
方
に
は
、
助
言
、
指

導
・
勧
告
・
命
令
・
氏
名
及
び
行
為
の

公
表
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
条
例
も
施
行

し
て
約
２０
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
現
状
と
大
き
く
乖
離
し
て
い

る
も
の
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

必
要
に
応
じ
て
改
正
も
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
行
動
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

努
め
、
さ
ら
に
き
れ
い
な
町
を
目
指
し

て
、
町
民
の
皆
様
や
、
八
百
津
町
に
訪

れ
る
方
々
な
ど
へ
の
意
識
付
け
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�
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大
変
暑
い
日
が
続
く
中
、
学
校

　
　
に
お
い
て
も
様
々
な
コ
ロ
ナ
対
策

　
　
と
し
て
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

授
業
中
に
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
健
康

状
態
を
先
生
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
も
多
数
い
る
と
思
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
等
で
マ
ス
ク
を
し
た
子
ど

も
の
表
情
か
ら
体
調
不
良
を
読
み
取
る

こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
子
ど

も
た
ち
が
簡
単
に
自
分
の
健
康
状
態
を

先
生
等
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
佐
藤
教
育
課
長
）�

　
　
　
現
在
、
体
調
不
良
の
場
合
は
、

挙
手
を
し
て
、
意
思
表
示
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
即
保
健
室

で
手
当
て
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。�

　
中
に
は
、
積
極
的
に
意
思
表
示
が
で

き
な
い
子
ど
も
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
今
後
も
体
調
が
悪
い
場
合
等
は
、

「
気
軽
に
、
挙
手
し
て
意
思
表
示
を
し
、

申
し
出
る
こ
と
」
の
指
導
に
、
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
自
分
の
立
場
・
思
い
を
表
明
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
仲
間
を
尊
重
し
あ
い
、

安
心
し
て
自
分
の
意
見
が
言
え
る
学
級

の
雰
囲
気
作
り
に
も
一
層
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

����������������������

　
　
　
災
害
の
初
動
段
階
に
お
い
て
、

　
　
災
害
対
策
本
部
な
ど
が
心
が
け
て

　
　
い
る
事
項
と
、
被
災
状
況
の
確
認

及
び
そ
の
デ
ー
タ
の
取
扱
い
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。�

　
　（
岩
井
防
災
安
全
室
長
）�

　
　
　
災
害
対
策
本
部
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て
、
「
人

命
救
助
」
「
情
報
収
集
」
「
迅
速
か
つ

適
時
適
切
な
判
断
」
の
３
点
を
念
頭
に
、

様
々
な
情
報
を
複
合
し
て
注
視
し
、
迅

速
な
判
断
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。�

　
災
害
調
査
に
つ
い
て
は
、
い
ち
早
く

町
全
体
の
被
害
状
況
を
把
握
し
復
旧
対

応
に
活
用
す
る
た
め
、
町
内
全
地
域
を

対
象
に
担
当
者
を
配
置
し
行
い
ま
す
。�

　
調
査
の
現
場
で
は
、
担
当
地
区
の
自

治
会
長
さ
ん
に
被
害
状
況
の
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
現
場
に
赴
き
、
聞
き
取

り
や
写
真
撮
影
を
行
う
な
ど
で
き
る
限

り
入
念
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
調
査
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
、
そ
の
場
合
は
被
災
さ
れ
た
方
か

ら
の
ご
連
絡
を
待
っ
て
、
改
め
て
調
査

に
伺
い
し
ま
す
。�

　
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に

つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
情
報
も
あ
り
、

外
部
へ
の
情
報
提
供
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
デ
ー
タ
の
活
用
内
容
と
し
ま
し

て
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
事
務
や
被

災
さ
れ
た
方
の
生
活
支
援
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
を
行
う
た
め
な
ど
の
報
告

数
値
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。�

�

　
　
　
被
災
者
本
人
へ
の
デ
ー
タ
提
供

　
　
に
つ
い
て
伺
う
。�

�

　
　（
岩
井
防
災
安
全
室
長
）�

　
　
　
被
災
さ
れ
た
本
人
か
ら
調
査
時

に
撮
影
し
た
被
災
箇
所
の
写
真
の
提
供

や
自
治
会
長
か
ら
当
該
地
区
内
で
の
被

害
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
、
依
頼
や
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
調
査
員
は
、
で
き
る
限
り
被
災
箇
所

の
把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
見
落

と
し
箇
所
も
あ
る
と
指
摘
い
た
だ
き
ま

し
た
。
調
査
が
来
て
い
な
い
場
合
に
は

役
場
へ
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
連
絡
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

被
災
箇
所
の
写
真
や
被
災
位
置
の
記
録

な
ど
事
前
準
備
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
調
査
員
が
、
地
区
内
で
発

生
し
た
被
災
を
把
握
す
る
に
あ
た
り
、

自
治
会
長
さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�
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�������������

　
　
　
現
在
の
八
百
津
排
水
路
整
備
工

　
　
事
第
２
工
区
の
推
進
工
事
の
状
況

　
　
等
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
　（
中
嶋
建
設
課
長
）�

　
　
　
第
２
工
区
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
に
か
け
て
工
事
を
行
っ

て
い
る
西
友
か
ら
大
仙
寺
ま
で
の
区
間

で
す
。�

　
当
初
計
画
か
ら
変
更
が
生
じ
た
工
事

内
容
に
つ
い
て
は
、
立
て
坑
の
位
置
を

変
更
し
、
推
進
工
法
（
ト
ン
ネ
ル
）
区�

間
を
延
長
、
開
削
工
法
区
間
を
短
縮
し�

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
主
に
経
済
活�

動
や
地
域
住
民
の
生
活
に
配
慮
し
、
交

差
点
付
近
で
の
長
期
に
わ
た
る
交
通
規

制
の
回
避
が
理
由
で
す
。
地
権
者
の
方

や
関
係
者
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
地
下

水
対
策
の
た
め
の
防
護
工
の
追
加
や
推

進
工
法
を
行
う
深
さ
の
見
直
し
な
ど
変

更
し
ま
し
た
。�

　
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
、
計
画
の

３
つ
の
立
て
坑
の
掘
削
は
終
了
し
、
旧

八
百
津
公
民
館
交
差
点
付
近
の
立
て
坑

か
ら
北
側
に
向
か
っ
て
地
下
約
１３
ｍ
を

推
進
工
法
で
掘
り
進
み
、
直
径
１
・
１

ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
を
設
置
し
て
い

ま
す
。�

　
今
後
は
、
町
道
木
野
・
港
町
線
約
９０

ｍ
を
開
削
工
法
に
よ
り
排
水
管
を
埋
設

し
ま
す
。
片
側
交
互
通
行
等
の
交
通
規

制
を
行
い
な
が
ら
施
工
し
ま
す
。
ま
た
、

既
存
水
路
か
ら
の
取
り
付
け
管
の
設
置
、

道
路
の
舗
装
復
旧
等
の
工
事
を
行
い
、

今
年
度
末
に
は
第
２
工
区
を
完
了
す
る

予
定
で
す
。�

�
　
　
　
今
後
の
第
２
期
工
事
に
つ
い
て

　
　
伺
う
。�

�

　
　（
中
嶋
建
設
課
長
）�

　
　
　
大
仙
寺
よ
り
北
側
の
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
度
に
詳
細
設
計
を

行
い
、
計
画
で
は
、
来
年
度
か
ら
継
続

費
を
組
み
４
年
を
か
け
事
業
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
来
年
度
か
ら
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て

も
、
町
道
木
野
・
港
町
線
の
全
面
通
行

止
め
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
い
、
実
施

す
る
計
画
で
す
。
地
域
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

　八百津町は、木曽川の清流・蘇水峡・五宝滝など、水とみどりの美しい自然環境の豊かな町
です。また、伝統的な産業が栄え、八百津だんじり祭り・久田見糸切りからくり祭りなど、町
として誇れる文化も豊富です。町出身者には、国内のみならず世界で活躍された人も多く、そ
の代表として数千人もの命を救った杉原千畝氏の存在があります。�
　八百津町は、人道主義・博愛主義に基づいて行動した杉原千畝氏の出身地であることから、
「人道のまち・やおつ」を合い言葉に、町民の誰もが人にやさしく、思いやりの心があふれる
地域づくりに取り組んでいます。�
　　　　～ 中　略 ～�
　わたしたちが耳にする様々な情報のなかには、不確かなうわさ話や、事実と異なる情報も混
ざっています。こうした情報をむやみに広めることのないように、国や県などの公的機関が発
信する情報を確認し、人権に配慮した冷静な行動をとる事。また、不安な気持ちに負けず、そ
れぞれが、今できる感染対策を行う事が重要です。�
　わたしたちは、杉原千畝氏の人道精神を継承している「人道のまち・やおつ」の住民として、
決意を表します。�

　1．人権侵害につながる差別や偏見を生み出さないよう、思いやりの心をもち、�
　　冷静な対応をすること�

　1．いわれなき偏見や差別が起こらない社会を作りあげていくこと�

　　以上、宣言します。�

　　令和２年９月８日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八　百　津　町・八百津町議会�

「人道のまち・やおつ」から発信する新型コロナウイルス感染症を乗り越えていくための決意宣言�

（全文は、広報やおつ9月号の7ページをご覧ください。）�
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　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生
活への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなってい
る。�
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用
対策など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財
政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。�
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実
に実現されるよう、強く要望する。�

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実する
　　こと。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるととも
　　に、償還財源を確保すること。�
２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、
　　総額を確保すること。�
３　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置
　　を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に
　　対応すること。�
４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方
　　税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、
　　有効性・緊急性等を厳格に判断すること。�
５　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直し
　　は、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急
　　経済対策として講じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、
　　今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。�

　　　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。�
　　　　令和２年９月１８日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県八百津町議会�

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し�
地方税財源の確保を求める意見書�

〈議員提出議案第2号〉�

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、医療機関はその対応に奔走し、介護施設、介護事
業所（以下「介護施設等」という。）は、感染におびえながら介護を提供している。こうした中、
多くの医療機関では、患者が感染をおそれ、外来の受診を控えたことにより、患者数が減少す
るとともに、介護施設等でも、感染をおそれた利用者及び新規利用者の減少が起きている。�
　また、感染症患者受入れ医療機関では、感染者のための専用病床の確保、医師及び看護師等
の特別勤務体制を整えたことから、入院患者の受入れが減少するとともに、手術、検査、健康
診断の先延ばし等が起きている。�
　これらのことにより、医療機関及び介護施設等の収入が大幅に減少し、厳しい経営を強いら
れている。�
　よって、国におかれては、新型コロナウイルス感染症の影響から医療機関及び介護施設等を
守り、安全、安心な医療、介護を維持するため、下記の事項について至急対応されるよう強く
求める。�

新型コロナウイルス感染症に係る新たな支援制度の創設を求める意見書�
〈陳情第1号〉�

記�

記�

提出先�
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、�
　厚生労働大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣�

提出先�
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣�

１　医療機関及び介護施設等の事業の継続に資する新たな支援制度を創設すること。�
２　医療機関及び介護施設等で働く人々の雇用の安定が確保できるよう手だてを取ること。�

　　　　以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。�
　　　　令和２年９月１８日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県八百津町議会�
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（令和2年7月から令和2年9月）�議会日誌�

　平成３０年度決算および令和元年度決算見込みを反映した、
八百津町の当面の中期財政計画（令和２年度から令和６年度）
について説明を受ける（７月１３日）�

　タブレット端末を利用して、防災・行政情報の配信等を体
験する（７月２１日）�

　渡辺猛之参議院議員現地被害調査（７月１３日）�

　井上哲士、武田良介両参議院議員被害調査（７月１３日）�

　金子俊平衆議院議員現地被害調査（７月１７日）�

７月豪雨災害　国会議員被害調査に来町�

常任委員会合同で各水道施設（上飯田、久田見、�
潮南浄水場）を視察（８月２１日）�

 災害等による停電に備えて、令和元年度に導入された自
家発電機（潮南浄水場）�

　災害等による停電に備えて、令和元年度に導入された自
家発電機（久田見浄水場）�

　高度浄水処理、膜ろ過の採用施設を視察（上飯田浄水場）�

［７月］�
 ２ 日 ○消防友の会役員会�
 ３ 日 ○第１回可茂地域一部事務組合議会臨時会�
 １３ 日 ○八百津町中期財政計画説明会�
　〃　 ○渡辺猛之参議院議員被害調査来町�
　〃　 ○井上哲士・武田良介両参議院議員被害調査来町�
 １７ 日 ○金子俊平衆議院議員被害調査来町�
 ２１ 日 ○議会全員協議会�
　〃　 ○情報配信端末体験会�
 ２７ 日 ※例月出納検査�
 ２８ 日 ※随時監査�
 ３０ 日 ○国道４１号美濃加茂・下呂間強靭化推進同盟会定期総会�
［８月］�
 ２ 日 ○岐阜バンジーオープニングセレモニー�
 ３ ～５日 ※令和元年度決算審査�
 １９ 日 ○新任議員研修�
 ２１ 日 ○議会全員協議会�
　〃　 ○常任委員会合同視察�
 ２５ 日 ※例月出納検査・財政指標審査�
 ３１ 日 ○可茂消防事務組合議会第２回臨時会�
　〃　 ○県町村議会議長会理事会・臨時総会及び第２回評議員会�
［９月］�
 ２ 日 ○議会運営委員会�
 ８ 日 ○議会全員協議会�
　〃　 ○第４回議会定例会開会�
 １５ 日 ○建設文教常任委員会�
 １６ 日 ○総務民生常任委員会�
 １８ 日 ○議会全員協議会�
　〃　 ○第４回議会定例会閉会�
 １７ 日 ○名鉄広見線活性化協議会�
 ２４ 日 ○加茂郡教育振興協議会役員会�
 ２５ 日 ※例月出納検査�
 ３０ 日 ○八百津町地域公共交通「やおまる」引継式�
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